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第６章 計画の推進体制 

１ 計画の推進に向けて 

本計画の推進にあたっては、地域内でのきめ細やかな取り組みが必要とされ、そのためにも、

本行動計画を市民へ広く周知するとともに、各年度において計画の実施状況を把握し、その結果

をその後の取り組みの改善や充実に反映させていくことが重要です。 

 
（１）多様な主体との連携による推進 

本計画は、さまざまな分野での関わりが必要であり、家庭や地域をはじめ、認定こども園、幼

稚園、保育園、地域型保育事業所、学校、その他関係機関・団体との連携を図り、計画を推進し

ます。 

 

（２）情報提供・周知 

広報とこなめやホームページ等の広報手段を活用し、計画の周知を行います。 

 

２ 計画の進捗・評価 

計画の実現のためには、計画に即した事業がスムーズに実施されるように管理するとともに、

計画の進捗状況について需要と供給のバランスがとれているかを把握し、年度ごとの実施状況お

よび成果を点検・評価し、検証していく必要があります。 

このため、年度ごとに施設状況や事業の進捗状況の把握・評価を行います。 

 
【計画の進捗評価のイメージ（ＰＤＣＡサイクル）】 
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